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中
国
古
代
・
中
世
に
お
け
る
逐
月
胎
児
説
の
変
遷

〔
要
旨
〕
今
か
ら
約
二
二
○
○
年
以
上
前
の
古
代
中
岡
で
細
纂
さ
れ
た
朕
諜
の
「
胎
旅
井
」
に
は
、
胎
児
の
発
育
イ
メ
ー

ジ
や
妊
婦
養
生
法
等
の
論
説
が
妊
娠
の
各
月
ご
と
に
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
論
説
が
『
諸
病
源
恢
諭
」

「
千
金
方
』
「
医
心
方
」
な
ど
中
国
・
日
本
の
中
世
医
耆
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
変
遷
を
考
察
し
、
以
下
の
結
論
を
得
た
。

（
１
）
「
胎
産
害
』
系
の
内
容
か
ら
胎
児
の
発
育
説
と
養
胎
説
が
後
世
の
各
耆
で
発
展
し
て
い
た
。
う
ち
養
胎
説
は
妊

婦
の
一
般
的
養
生
法
が
主
で
、
一
部
の
方
法
で
は
形
象
イ
メ
ー
ジ
や
五
行
説
も
利
川
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

（
２
）
「
禰
摘
源
候
諭
』
「
千
金
方
』
「
膳
心
方
」
で
は
経
脈
と
臓
脈
の
論
説
が
加
わ
り
、
「
脈
経
』
や
「
素
間
」
等
の
影

騨
が
あ
っ
た
。
「
千
金
力
』
と
「
医
心
方
』
に
あ
る
新
た
な
妊
姉
養
生
法
に
も
肱
川
経
脈
諭
と
の
関
係
が
あ
っ
た
。

（
３
）
『
擶
描
源
恢
諭
」
『
千
金
力
」
に
鼬
さ
れ
た
胎
児
の
発
育
組
織
は
脳
冊
諭
に
対
応
す
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
Ⅱ
的

は
、
「
胎
産
神
』
よ
り
も
多
く
の
組
織
を
胎
児
に
術
え
さ
せ
る
た
め
と
推
定
さ
れ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
中
国
古
代
医
学
、
『
胎
産
吉
』
、
妊
婦
の
養
生
法
、
臓
脈
経
脈
論
の
影
響
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１
胎
産
書

（
１
）

「
胎
産
害
」
は
一
九
七
一
年
、
中
国
湖
南
省
の
省
都
・
長
沙
の
東
郊
外
に
あ
る
馬
王
堆
の
墳
丘
の
横
で
、
前
漢
時
代
の
墓
か
ら
貴
婦
人
の
遺

体
と
共
に
出
土
し
た
。
本
書
は
そ
れ
ゆ
え
埋
葬
以
降
の
改
変
が
一
切
な
く
、
一
字
一
句
ま
で
当
時
の
ま
ま
と
い
え
る
。
こ
の
馬
王
堆
漢
墓
か

『
胎
産
害
」
『
諸
病
源
候
論
」
『
千
金
方
」
「
医
心
方
」
の
成
立
年
代
は
お
お
む
ね
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
上
の
考
究
を
本
稿
は
目

的
と
し
な
い
。
し
か
し
、
各
書
に
は
後
世
の
改
変
や
所
引
文
献
の
年
代
等
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
所
載
の
逐
月
胎
児
説
が
各
書
の
成
立
年
代

と
同
じ
で
あ
る
と
は
速
断
で
き
な
い
。
そ
こ
で
各
文
献
の
逐
月
胎
児
説
に
つ
い
て
検
討
し
、
各
々
の
年
代
と
内
容
の
問
題
を
ま
ず
考
察
す
る
。

な
お
本
稿
で
前
記
四
書
を
検
討
資
料
と
し
た
の
は
、
唐
代
以
前
の
医
書
中
で
妊
娠
の
十
ヶ
月
観
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、

唐
代
の
「
外
台
秘
要
方
』
に
も
逐
月
胎
児
説
の
記
載
が
あ
る
が
、
『
千
金
方
」
の
引
用
記
載
に
つ
き
今
回
の
検
討
対
象
と
は
し
な
い
。

本
稿
で
の
漢
字
は
原
則
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
コ
ー
ド
内
の
常
用
漢
字
・
人
名
用
漢
字
を
用
い
、
こ
れ
ら
に
な
い
漢
字
は
正
字
を
用
い
た
。

紀
元
前
の
中
国
医
書
『
胎
産
害
」
に
は
、
妊
娠
各
月
ご
と
に
胎
児
の
形
や
発
育
過
程
・
養
胎
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
後

世
に
受
け
継
が
れ
な
が
ら
、
様
々
な
変
化
を
遂
げ
た
。
本
稿
で
は
「
胎
産
言
」
お
よ
び
中
国
晴
唐
代
の
『
諸
病
源
候
論
』
『
千
金
方
」
、
さ
ら

に
日
本
平
安
時
代
の
『
医
心
方
』
を
主
な
研
究
資
料
と
し
、
妊
娠
十
ヶ
月
の
記
述
が
「
胎
産
書
』
系
統
の
内
容
か
ら
い
か
に
変
化
し
、
発
展

し
た
か
を
追
っ
て
い
く
。
こ
れ
ら
妊
娠
十
ヶ
月
に
関
す
る
各
種
の
論
説
を
本
稿
で
は
「
逐
月
胎
児
説
」
と
呼
び
、
当
説
の
論
理
背
景
に
つ
い

て
も
考
察
を
加
え
た
い
。

緒

一三三

F聿

一
研
究
資
料
に
つ
い
て



日本医史学雑誌第 50巻第4号(2()()4)571

ら
出
土
し
た
医
書
の
多
く
が
現
段
階
で
は
中
国
最
古
で
、
む
ろ
ん
一
括
し
た
逐
月
胎
児
説
の
記
述
も
「
胎
産
書
」
が
最
も
古
い
。

（
ワ
ニ

当
漢
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
婦
人
は
、
紀
元
前
一
六
八
年
か
ら
数
年
以
内
に
死
亡
し
た
の
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
「
胎
産
書
』
の

成
立
は
下
限
が
お
よ
そ
紀
元
前
一
六
五
年
と
な
る
が
、
上
限
年
を
確
証
さ
せ
る
資
料
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
本
書
の
逐
月
胎
児
説
の

（
３
）

一
部
淵
源
を
示
唆
す
る
記
載
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
の
関
連
は
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

そ
こ
で
「
胎
産
害
」
の
逐
月
胎
児
説
に
つ
い
て
も
、
成
立
は
紀
元
前
約
一
六
五
年
よ
り
以
前
と
の
み
緩
や
か
に
考
え
、
内
容
を
後
掲
文
献

と
比
較
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

２
諸
病
源
候
論

（
４
）

『
諸
病
源
候
諭
」
（
以
下
「
諸
病
』
と
略
）
は
、
晴
の
巣
元
方
ら
が
六
一
○
年
に
編
纂
し
た
病
因
・
病
理
を
中
心
と
し
た
医
書
で
あ
る
。
本
書

（
５
）
（
６
）

巻
四
一
の
妊
娠
候
が
逐
月
胎
児
説
の
部
分
で
、
冒
頭
に
「
経
云
」
と
あ
り
、
以
下
に
は
三
世
紀
後
半
の
『
脈
経
』
巻
九
と
一
致
す
る
文
章
も

あ
る
。
そ
の
一
致
状
態
か
ら
み
て
、
当
該
部
分
は
『
脈
経
』
の
引
用
と
判
断
さ
れ
る
。
他
方
、
『
脈
経
』
の
一
致
文
で
も
冒
頭
に
「
経
云
」
が

（
【
ｊ
〉

冠
さ
れ
、
そ
の
「
経
」
と
は
す
で
に
亡
供
し
た
漢
以
前
の
医
書
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
具
体
的
な
特
定
は
難
し
い
。
さ
ら
に
一
脈
経
』
に
は

後
述
す
る
各
月
の
養
う
べ
き
脈
が
記
載
さ
れ
る
だ
け
で
、
『
諸
病
』
の
よ
う
な
逐
月
胎
児
説
は
存
在
し
な
い
。

（
４
）

な
お
現
伝
の
「
諸
病
」
は
一
○
二
六
年
の
校
刊
を
経
て
お
り
、
そ
の
内
容
が
ど
れ
だ
け
原
本
に
近
い
か
は
分
か
ら
な
い
。
に
し
て
も
逐
月

胎
児
説
の
記
載
は
、
以
下
に
挙
例
し
た
妊
娠
一
月
・
二
月
に
お
け
る
特
徴
的
用
語
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
「
胎
産
害
」
系
統
の
内
容
か
ら
発

展
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
も
な
い
。

「
胎
産
聿
呈

一
月
名
日
留
（
流
）
形
。
食
飲
必
精
、
酸
葵
必
【
熟
】
、
母
食
辛
星
（
腱
）
、
是
謂
財
貞
。

一
月
始
膏
。
母
食
辛
躁
、
居
処
必
静
、
男
子
勿
労
、
百
節
皆
病
、
是
胄
（
謂
）
始
減
（
蔵
）
。
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第
一
に
な
ぜ
「
新
離
」
に
「
徐
之
才
逐
月
養
胎
方
」
の
記
述
が
な
い
の
か
。
第
二
に
な
ぜ
「
新
離
」
に
は
臓
賄
が
主
る
組
織
と
、
そ
れ
に

対
応
し
た
胎
児
の
発
育
に
関
す
る
記
述
が
な
い
の
か
。
以
下
、
各
疑
問
に
つ
い
て
簡
単
に
検
討
を
加
え
た
い
。

生
じ
よ
う
。

３
千
金
方

（
８
）

「
千
金
方
』
は
唐
の
孫
思
迦
に
よ
っ
て
六
五
○
年
か
ら
六
五
八
年
の
間
に
編
纂
さ
れ
た
医
方
書
で
、
転
写
を
繰
り
返
し
な
が
ら
後
世
に
伝

わ
っ
て
き
た
。
現
伝
の
版
本
に
は
大
別
し
て
、
北
宋
政
府
校
正
医
書
局
の
林
億
ら
が
一
○
六
六
年
に
改
訂
・
刊
行
し
た
「
備
急
千
金
要
方
」

（
以
下
肩
急
」
と
略
）
系
と
、
林
億
ら
の
改
訂
を
経
て
い
な
い
南
宋
刊
「
新
雌
孫
真
人
千
金
要
方
」
（
以
下
薪
陸
と
略
）
系
が
あ
る
。

（
９
）

こ
れ
ら
二
版
本
の
逐
月
胎
児
説
を
比
較
す
る
と
明
ら
か
に
違
う
。
一
宇
一
句
の
違
い
か
ら
始
ま
る
が
、
最
大
の
違
い
は
、
『
新
離
』
に
は
各

臓
腋
が
主
る
組
織
等
と
、
そ
れ
に
対
応
し
た
各
月
の
胎
児
の
成
長
が
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
「
備
急
』

（
川
）

の
逐
月
胎
児
説
の
前
に
「
徐
之
才
逐
月
養
胎
方
」
の
見
出
し
が
あ
る
点
で
あ
る
。

徐
之
才
の
「
逐
月
養
胎
方
」
は
中
国
歴
代
正
史
等
に
著
録
さ
れ
ず
、
成
立
年
は
も
と
よ
り
、
存
在
し
た
こ
と
さ
え
明
ら
か
で
な
い
。
徐
之

（
、
）

才
の
伝
は
『
北
斉
書
」
巻
三
三
に
あ
り
、
梁
に
仕
え
二
十
一
歳
の
時
に
赴
任
地
で
北
魏
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
、
と
あ
る
。
な
ら
ば
恐
ら
く
六

世
紀
前
半
の
人
物
で
あ
ろ
う
。
ま
た
皇
太
后
に
も
薬
を
献
上
す
る
ほ
ど
医
術
の
腕
を
か
わ
れ
重
宝
さ
れ
て
い
た
と
も
あ
り
、
彼
が
「
逐
月
養

胎
方
」
を
説
い
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
も
し
「
逐
月
養
胎
方
」
が
存
在
し
た
な
ら
、
そ
の
成
立
も
間
違
い
な
く
当
時
代
で
あ
る
。

す
る
と
「
備
急
』
の
逐
月
胎
児
説
は
、
『
諸
病
」
よ
り
も
古
い
時
代
に
著
さ
れ
た
と
仮
定
さ
れ
る
。
し
か
し
当
仮
定
に
は
以
下
の
疑
問
二
点
が

『
諸
病
』

懐
妊
一
月
、
名
日
始
形
。
飲
食
精
熟
、
酸
美
受
御
、
宜
食
大
麦
、
元
食
膣
辛
之
物
、
是
謂
才
貞
。

妊
娠
二
月
、
名
日
始
膏
。
元
腹
辛
之
物
、
居
必
静
処
、
男
子
勿
労
、
百
節
皆
痛
、
是
謂
始
蔵
也
。
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o／、

な
ぜ
『
新
離
』
に
は
「
徐
之
才
逐
月
養
胎
方
」
の
文
字
が
な
い
の
か
。
こ
れ
に
は
以
下
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
転
写
に
よ
る
脱
字
の
可
能
性
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
「
千
金
方
』
は
転
写
を
繰
り
返
し
な
が
ら
後
世
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
当
伝
承

過
程
で
誤
字
や
脱
字
が
生
じ
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
『
新
離
」
の
底
本
に
は
、
本
来
あ
っ
た
「
徐
之
才
逐
月
養
胎
方
」
の
文
字
が
失
わ
れ
て
い

次
に
林
億
ら
に
よ
る
改
訂
・
加
筆
の
可
能
性
で
あ
る
。
一
○
六
六
年
に
林
億
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
改
訂
は
『
備
急
」
と
『
新
離
』
を
比

較
す
る
と
よ
く
分
か
る
が
、
相
当
に
大
規
模
か
つ
激
し
か
っ
た
。
そ
の
過
程
で
逐
月
胎
児
説
の
冒
頭
に
、
何
か
の
根
拠
が
あ
っ
て
「
徐
之
才

逐
月
養
胎
方
」
の
文
字
が
加
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
「
外
台
秘
要
方
」
巻
三
三
が
『
千
金
方
」
等
か
ら
引
用
す
る
逐
月

（
皿
）

胎
児
説
の
部
分
に
は
「
妊
娠
随
月
数
服
薬
及
将
息
法
」
の
見
出
し
が
あ
り
、
冒
頭
に
「
千
金
妊
娠
一
月
名
始
胚
…
」
と
『
千
金
方
」
を
引
用

す
る
も
の
の
、
当
該
部
を
含
め
て
逐
月
胎
児
説
の
内
容
全
体
に
「
徐
之
才
逐
月
云
々
」
の
字
句
は
見
当
た
ら
な
い
。
つ
ま
り
「
千
金
方
」
に

は
本
来
、
「
徐
之
才
云
々
」
の
文
字
が
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
以
上
か
ら
す
る
と
、
徐
之
才
の
「
逐
月
養
胎
方
」
は
本
来
存
在
し
な
か
っ
た

可
能
性
が
い
さ
さ
か
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
ぜ
『
備
急
』
に
あ
る
臓
腋
が
主
る
組
織
等
と
、
そ
れ
に
対
応
し
た
胎
児
の
成
長
に
関
す
る
記
述
が
「
新
離
」
に
は
な
い
の
か
。

ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
は
林
億
ら
が
改
訂
の
際
に
、
何
か
の
根
拠
が
あ
っ
て
書
き
加
え
た
可
能
性
だ
ろ
う
。
一
般
論
と
し
て
中
国
で
は
書
物

の
伝
承
過
程
で
一
部
が
欠
落
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
個
々
の
記
述
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
は
普
通
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
加
筆
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
後
述
す
る
逐
月
胎
児
説
の
後
世
に
お
け
る
変
遷
も
同
じ
で
、
時
代
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
加
筆
に
と
も
な
う
変
化
が

増
し
て
い
る
。
し
か
も
『
諸
病
」
に
は
『
備
急
」
と
ほ
と
ん
ど
相
違
な
い
当
該
の
記
述
が
あ
る
一
方
、
北
宋
政
府
が
編
纂
し
て
九
九
二
年
に

（
卿
）

初
刊
し
た
『
太
平
聖
恵
方
」
（
以
下
「
太
平
』
と
略
）
全
一
○
○
巻
に
お
け
る
逐
月
胎
児
説
の
部
分
に
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
雁
大
な
医
学
全
書

に
記
述
が
な
い
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
後
の
一
○
二
六
年
と
一
○
六
六
年
に
改
訂
・
刊
行
さ
れ
た
「
諸
病
』
と
「
千
金
方
」
に
共
通
す
る
当

該
記
述
は
、
各
々
の
改
訂
時
に
加
筆
さ
れ
た
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
よ
う
。

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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４
医
心
方

平
安
時
代
九
八
四
年
に
丹
波
康
頼
が
撰
進
し
た
「
医
心
方
」
は
、
二
○
○
以
上
の
文
献
に
よ
る
引
用
文
か
ら
構
成
さ
れ
、
所
引
文
献
の
ほ

（
Ｍ
）
（
閲
）

と
ん
ど
は
中
国
唐
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
文
献
に
は
供
書
が
多
く
、
本
書
の
逐
月
胎
児
説
も
供
書
『
産
経
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。

『
産
経
』
の
書
名
は
中
国
・
日
本
に
著
録
が
あ
り
、
巻
数
の
相
違
か
ら
二
種
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
は
『
晴
書
」
経
籍
志
子
部
五
行

（
脇
）
（
Ⅳ
）

に
あ
る
「
産
経
一
巻
」
、
も
う
一
つ
は
『
日
本
国
見
在
害
目
録
』
に
あ
る
「
産
経
十
二
、
徳
貞
常
撰
、
産
経
図
三
」
で
あ
る
。
岡
西
は
『
医
心

『
新
雌
』

「
備
急
」

以
上
を
要
す
る
に
、
徐
之
才
の
「
逐
月
養
胎
方
」
は
か
っ
て
の
存
在
を
確
証
で
き
ず
、
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
『
備
急
』
の
逐
月
胎
児
説

そ
の
も
の
だ
っ
た
可
能
性
は
低
い
と
推
定
さ
れ
た
。
な
ら
ば
各
々
の
逐
月
胎
児
説
は
『
備
急
」
や
「
諸
病
』
の
そ
れ
よ
り
、
宋
代
の
改
訂
が

な
い
「
新
離
』
の
そ
れ
が
古
い
と
推
知
さ
れ
る
。
以
上
の
考
察
に
基
づ
き
以
下
の
検
討
を
進
め
る
が
、
『
千
金
方
」
に
つ
い
て
は
万
全
を
期
す

た
め
『
備
急
』
『
新
離
』
の
双
方
を
資
料
に
使
用
し
た
い
。

以
下
に
「
備
急
」
『
新
離
』
の
逐
月
胎
児
説
か
ら
妊
娠
一
月
・
二
月
文
の
一
部
を
挙
げ
て
み
た
。
両
者
に
は
些
細
な
相
違
が
あ
る
も
の
の

「
千
金
方
」
の
別
伝
本
同
士
ゆ
え
、
や
は
り
同
系
に
あ
る
こ
と
が
前
掲
『
胎
産
害
」
文
と
の
比
較
か
ら
了
解
で
き
よ
う
。
そ
し
て
両
者
の
記
載

は
用
語
の
特
徴
か
ら
し
て
も
、
『
胎
産
聿
星
系
統
の
内
容
か
ら
発
展
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
妊
娠
一
月
の
記
載
を
欠
く
）

妊
娠
二
月
、
名
始
膏
。
無
食
辛
、
居
必
静
処
、
男
子
勿
労
、
百
節
皆
痛
、
是
為
始
蔵
。

妊
娠
一
月
、
名
始
胚
。
飲
食
精
熟
、
酸
美
受
御
、
宜
食
大
麦
、
無
食
腱
辛
、
是
謂
才
正
・
・
：

妊
娠
二
月
、
名
始
實
。
無
食
辛
躁
、
居
必
静
処
、
男
子
勿
労
。
百
節
皆
痛
、
是
為
胎
始
結
。
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（
肥
）

方
」
所
引
の
『
産
経
』
を
『
階
害
』
経
籍
志
の
「
産
経
一
巻
」
だ
と
す
る
が
、
理
由
を
述
べ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
馬
は
『
日
本
国
見
在

（
的
）

書
目
録
」
の
『
産
経
」
だ
と
し
、
根
拠
に
「
医
心
方
」
二
五
巻
六
一
葉
ウ
ラ
に
あ
る
「
此
是
徳
家
秘
方
不
伝
。
出
産
経
」
の
記
載
を
あ
げ
る
。

こ
の
「
徳
家
」
は
『
日
本
国
見
在
書
目
録
」
著
録
の
「
徳
貞
常
撰
」
と
合
致
す
る
の
で
、
馬
説
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。
本
稿
で
は
以
下
、
「
医

心
方
」
所
引
の
当
『
産
経
」
を
「
産
経
』
と
表
記
す
る
。

他
方
、
馬
は
「
産
経
」
が
さ
ら
に
『
葛
氏
方
」
を
引
く
こ
と
か
ら
、
『
産
経
」
の
成
立
を
晋
代
以
後
南
北
朝
時
期
三
一
六
～
五
八
一
）
と
す

る
が
、
理
由
を
記
さ
な
い
。
『
産
経
』
の
成
立
上
限
が
、
葛
洪
（
二
六
一
～
三
四
一
）
の
原
著
に
由
来
す
る
『
葛
氏
方
」
以
降
で
あ
る
の
は
当
然

だ
が
、
下
限
を
南
北
朝
期
と
推
定
す
る
の
は
い
さ
さ
か
根
拠
薄
弱
に
思
え
る
。
『
日
本
国
見
在
書
目
録
」
（
八
七
五
～
九
一
頃
）
が
当
書
を
最
初

に
著
録
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
下
限
は
唐
代
ま
で
下
げ
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
帥
）

と
も
あ
れ
『
医
心
方
』
所
引
の
「
千
金
方
」
が
北
宋
改
訂
以
前
の
旧
態
を
留
め
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
「
産
経
」
の
逐
月
胎
児
説
も

北
宋
に
改
訂
さ
れ
た
『
備
急
」
や
「
諸
病
』
の
そ
れ
よ
り
、
個
々
の
記
載
に
古
態
を
保
存
し
て
い
る
こ
と
は
問
題
な
い
。
以
下
に
『
産
経
』
の

逐
月
胎
児
説
よ
り
妊
娠
一
月
・
二
月
の
一
部
を
挙
げ
る
が
、
『
胎
産
害
」
系
統
の
内
容
か
ら
発
展
し
た
文
章
で
あ
る
の
は
一
目
瞭
然
だ
ろ
う
。

懐
身
一
月
、
名
日
始
形
。
飲
食
必
熟
酸
美
、
無
御
大
夫
、
無
食
辛
腱
、
是
謂
始
載
貞
也
。
．
：

懐
身
二
月
、
名
日
始
膏
。
無
食
辛
躁
、
居
必
静
処
、
男
子
勿
労
、
百
節
骨
間
皆
病
、
是
謂
始
蔵
也
。
…

５
小
結

以
上
の
四
書
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
１
）
紀
元
前
約
一
六
五
年
よ
り
以
前
の
中
国
で
著
さ
れ
た
『
胎
産
書
」
に
見
え
る
逐
月
胎
児
説
の
内
容
は
、
唐
代
ま
で
の
『
諸
病
』
『
千
金

方
」
「
産
経
」
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
。

（
２
）
『
産
経
』
お
よ
び
『
新
離
」
の
逐
月
胎
児
説
は
、
『
備
急
」
『
諸
病
」
の
そ
れ
よ
り
個
々
の
記
載
に
古
態
を
保
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
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し
か
し
、
こ
れ
ら
が
全
書
に
共
通
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
の
表
１
に
各
書
の
記
述
を
ま
と
め
て
み
た
。

当
表
よ
り
、
『
胎
産
害
』
で
は
男
子
か
女
子
か
の
願
望
の
み
だ
っ
た
の
が
、
の
ち
容
姿
や
人
格
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き

る
。
こ
れ
ら
の
記
述
が
「
新
離
」
の
み
皆
無
な
の
は
相
当
に
不
自
然
で
、
当
該
部
分
が
脱
落
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
を
推
定
す
る
し
か
な

逐
月
胎
児
説
に
は
、
「
胎
産
書
」
系
統
の
内
容
に
基
づ
き
後
の
三
害
で
増
加
・
変
化
・
発
展
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
部
分
と
、
「
胎
産
書
」

系
統
に
な
い
内
容
が
別
の
系
統
か
ら
援
用
さ
れ
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
。
前
者
は
さ
ら
に
胎
児
の
発
育
説
と
、
妊
娠
中
の
禁

忌
事
項
や
修
身
法
を
述
べ
た
養
胎
説
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
前
者
発
育
説
の
根
幹
た
る
『
胎
産
聿
旦
の
記
載
に
は
、
前
述
の
ご
と
く
淵
源

（
３
）

な
い
し
関
連
を
示
唆
す
る
文
献
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
考
察
は
多
端
に
わ
た
る
た
め
別
報
に
割
愛
し
、
こ
こ
で
は
養
胎
説
に
つ
い
て

の
み
検
討
を
加
え
、
変
遷
の
背
景
を
考
察
し
て
み
た
い
・

後
世
の
三
書
で
内
容
が
「
胎
産
書
』
か
ら
さ
ら
に
増
加
し
て
い
っ
た
養
胎
の
記
述
は
、
各
月
ご
と
に
多
様
で
あ
る
が
、
多
く
は
思
想
背
景

等
が
あ
ま
り
窺
え
な
い
一
般
的
養
胎
と
判
断
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
食
飲
必
精
、
酸
雲
必
熟
」
「
母
食
辛
躁
、
居
処
必
静
」
な
ど
、
妊
婦
に
栄
養

を
と
ら
せ
、
安
静
に
さ
せ
る
等
で
あ
る
。
ま
た
「
無
静
処
、
出
遊
於
野
」
な
ど
、
安
定
期
に
運
動
す
る
な
ど
現
在
も
一
般
的
な
養
胎
が
あ
る
。

し
か
し
一
般
的
養
胎
と
は
異
な
る
増
加
を
示
す
特
徴
的
な
記
述
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
三
ヶ
月
目
で
あ
る
。

検
討
し
た
全
文
献
に
、
三
ヶ
月
目
の
胎
児
は
ま
だ
定
ま
っ
た
形
が
な
く
、
外
の
影
響
を
受
け
変
化
す
る
等
の
記
述
が
あ
る
。
そ
の
た
め
か

当
月
に
は
生
ま
れ
る
子
供
へ
の
願
望
の
記
述
が
多
い
。
そ
れ
ら
を
各
文
献
か
ら
抜
粋
・
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
男
子
が
ほ
し
い
、
②
女
子
が
ほ
し
い
、
③
器
量
の
い
い
子
が
ほ
し
い
、
④
智
恵
と
力
の
あ
る
子
が
ほ
し
い
、
⑤
賢
く
徳
の
あ
る
子
が

い
○

ほ
し
い
。

二

「
胎
産
書
」
系
の
養
胎
説
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表1産児への願望器
量
の
い
い
子
が
ほ
し
け
れ
ば
、
美
し
い
も
の
を
見
た
り
食
べ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
④
⑤
の
養
胎
法
は
少
し
違
う
。
④
に
は
「
智
恵
と
力
」
の
あ
る
子
が
ほ
し
け
れ
ば
、
「
牛
心
」
、
ま
た
「
大
麦
」
を
食
べ
る
と

あ
る
。
牛
は
力
が
あ
る
の
で
形
象
イ
メ
ー
ジ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
心
臓
や
麦
は
智
恵
と
も
力
と
も
直
接
結
び
つ
か
な
い
。
一
方
、
後
漢
の

（
劃
）

一
世
紀
こ
ろ
に
原
形
が
編
纂
さ
れ
た
『
素
問
』
の
六
節
臓
象
論
に
は
「
心
者
生
之
本
、
神
之
変
也
」
と
あ
り
、
心
臓
が
精
神
機
能
を
果
た
す

器
官
と
し
て
当
時
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
麦
は
『
素
問
』
等
の
五
行
説
で
、
心
臓
と
同
じ
火
に
配
当
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

つ
ま
り
同
じ
火
に
属
す
る
心
臓
と
麦
を
共
に
食
べ
る
こ
と
で
、
智
恵
の
あ
る
子
が
生
ま
れ
る
と
想
定
し
た
の
だ
ろ
う
。
な
ら
ば
④
は
、
形
象

イ
メ
ー
ジ
と
五
行
説
が
混
ざ
り
合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
に
は
「
徳
」
の
あ
る
子
が
ほ
し
け
れ
ば
心
を
正
し
く
し
、
我
欲
を
な
く
せ
、
と
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
正
し
い
行
い
が
徳
に
つ
な
が
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
①
②
③
に
比
べ
、
明
瞭
に
形
象
イ
メ
ー
ジ
か
ら
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
こ
れ
は
④
の
「
智
恵
と
力
」
に
も

言
え
る
が
、
①
②
③
と
④
⑤
の
違
い
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
①
②
③
だ
が
、
い
ず
れ
も
目
に
見
え
る
願
望
と
言
え
よ
う
。
そ
の
た
め
願
望
も
具
体
的
事
物
に
例
え
や
す
い
。
こ
れ
に
対
し
④
⑤
の

願
望
は
性
格
や
素
質
等
で
目
に
見
え
な
い
た
め
、
直
徴
な
形
象
イ
メ
ー
ジ
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
難
し
く
、
上
記
の
養
胎
法
が
説
か
れ
た
と

③
器
量
の
い
い
子
が
ほ
し
い

④
智
恵
と
力
の
あ
る
子
が
ほ
し
い

⑤
賢
く
徳
の
あ
る
子
が
ほ
し
い

①
男
子
が
ほ
し
い

②
女
子
が
ほ
し
い

胎
産
書

○ ○

諸
病

戸

「 ○ （）(_）

新
離

備
急○ r~、

、_ノ○ ○

産
経○r〕 ○’ ○(_ノ

さ
て
①
②
③
の
願
望
に
基
づ
く
具
体
的

養
胎
法
は
各
吉
で
多
少
違
う
が
、
全
て
形

象
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
養
胎
方
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
男
子
が
ほ
し
け
れ
ば
、
男
ら
し
い

弓
矢
等
を
身
近
に
置
い
た
り
、
猛
々
し
い

虎
等
を
見
た
り
す
る
。
女
子
が
ほ
し
け
れ

ば
、
女
ら
し
い
耳
飾
等
を
身
に
付
け
る
。
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１
経
脈
説

経
脈
と
は
宇
宙
生
命
の
根
源
た
る
「
気
」
が
人
体
に
流
れ
る
ル
ー
ト
で
、
『
素
問
」
以
降
で
は
三
陰
三
陽
お
よ
び
六
臓
六
脈
に
配
当
さ
れ
た

十
二
経
脈
を
主
と
し
、
針
灸
を
行
う
部
位
の
経
穴
（
ツ
ボ
）
も
後
世
は
経
脈
上
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
本
逐
月
胎
児
説
で
は
妊
娠
の
各
月
に
養
わ

れ
る
一
脈
ず
つ
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
経
脈
に
は
灸
も
針
も
し
て
は
な
ら
ず
、
こ
の
禁
忌
を
破
れ
ば
胎
児
を
傷
つ
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
経
脈
に
は
各
々
の
対
応
臓
脈
が
記
さ
れ
、
以
上
の
記
述
は
各
吉
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。

他
方
、
「
脈
経
』
に
も
同
様
の
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
脈
経
』
は
脈
診
を
中
心
と
し
た
医
書
で
、
今
か
ら
お
よ
そ
一
七
○
○
年
前

（
”
）

に
西
晋
の
王
叔
和
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
。
「
諸
病
」
は
も
ち
ろ
ん
、
「
千
金
方
」
『
産
経
」
が
成
立
す
る
以
前
の
害
で
あ
る
。

（
６
）

妊
娠
各
月
に
養
わ
れ
る
経
脈
は
、
「
脈
経
」
平
妊
娠
胎
動
血
分
水
分
吐
下
腹
痛
証
の
冒
頭
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
『
諸
病
』
「
千
金
方
」
『
産
経
』
に
記
さ
れ
た
逐
月
胎
児
説
の
原
形
は
、
『
胎
産
書
』
系
統
の
内
容
だ
っ
た
。
し
か
し
一
方

で
、
後
世
の
各
害
に
は
「
胎
産
書
』
に
記
述
の
な
い
内
容
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
新
出
の
内
容
に
は
、
妊
娠
各
月
に
対
応
し
た
経
脈
説
、
胎

児
の
発
育
説
、
養
胎
法
の
三
分
野
が
あ
る
。
つ
い
て
は
各
々
の
分
野
ご
と
に
後
世
各
書
の
記
述
を
比
較
し
、
そ
れ
ら
に
影
響
を
与
え
た
思
想

背
景
、
さ
ら
に
各
書
に
お
け
る
所
説
の
伝
承
関
係
も
考
察
し
た
い
。

考
え
ら
れ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
「
胎
産
聿
旦
系
の
内
容
か
ら
発
展
し
た
後
世
の
養
胎
説
は
、
思
想
背
景
等
の
少
な
い
一
般
的
養
生
が
主
と
い
え
る
。
た

だ
し
妊
娠
三
ヶ
月
目
で
は
、
産
児
の
内
面
的
事
象
な
ど
願
望
の
多
様
化
に
対
応
し
、
形
象
イ
メ
ー
ジ
や
五
行
説
を
援
用
し
た
養
胎
法
も
説
か

れ
て
い
た
。

三
中
世
の
逐
月
胎
児
説
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婦
人
懐
胎
、
一
月
之
時
、
足
厭
陰
脈
養
。
二
月
、
足
小
陽
脈
養
。
三
月
、
手
心
手
脈
養
。
四
月
、
手
小
陽
脈
養
。
五
月
、
足
太
陰
脈
養
。

六
月
、
足
陽
明
脈
養
。
七
月
、
手
太
陰
脈
養
。
八
月
、
手
陽
明
脈
養
。
九
月
、
足
少
陰
脈
養
。
十
月
、
足
太
陽
脈
養
。
諸
陰
陽
各
養
三

十
日
活
児
。
手
太
陽
少
陰
不
養
者
、
下
主
月
水
、
上
為
乳
汁
、
活
児
養
母
。
懐
妊
者
、
不
可
灸
刺
其
経
、
必
堕
胎
。

以
上
の
条
文
で
各
月
に
養
わ
れ
る
経
脈
は
「
諸
病
」
『
備
急
』
『
産
経
』
と
合
致
す
る
が
、
「
胎
産
書
』
に
始
ま
る
臓
腋
や
胎
児
の
成
長
・
養

胎
等
の
記
述
が
全
く
な
い
。
逆
に
「
脈
経
」
に
は
以
上
の
条
文
に
続
き
、
妊
娠
や
胎
児
の
男
女
、
各
月
の
胎
児
の
状
態
を
脈
診
で
判
断
す
る

方
法
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
『
脈
経
」
が
「
胎
産
書
」
と
は
全
く
別
の
系
統
か
ら
発
展
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
。

（
湖
｝

な
お
脈
診
に
よ
る
妊
娠
の
診
断
は
『
脈
経
」
以
前
に
も
文
献
記
載
が
あ
る
。
『
素
問
」
の
陰
陽
別
論
に
「
陰
榑
陽
別
、
謂
之
有
子
」
、
平
人

（
割
）

気
象
論
に
「
婦
人
手
少
陰
脈
動
甚
者
、
姫
子
也
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
妊
娠
有
無
の
脈
診
で
あ
る
。
ま
た
後
漢
二
三
○
年
頃
の
張
仲
景
医
書

（
坊
）

に
由
来
す
る
『
金
置
要
略
」
の
婦
人
妊
娠
病
脈
証
井
治
に
は
、
「
婦
人
懐
娠
六
七
月
、
脈
弦
発
熱
、
其
胎
愈
張
、
腹
痛
悪
寒
者
、
少
腹
如
扇
。

（
恥
）
（
”
）

所
以
然
者
、
子
蔵
開
故
也
」
と
妊
娠
中
の
脈
診
が
記
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
吉
岡
も
指
摘
す
る
。
す
る
と
脈
診
で
妊
娠
を
判
断
す
る
「
脈
経
」
の

記
載
は
、
『
素
問
』
や
『
金
置
要
略
』
の
発
想
の
延
長
に
あ
る
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。

で
は
「
脈
経
」
と
『
諸
病
」
三
千
金
方
」
一
産
経
」
の
経
脈
さ
ら
に
脈
診
の
記
載
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
前
述
し
た

（
〈
ｂ
）
（
一
、
）

が
、
『
脈
経
』
と
一
致
す
る
内
容
が
『
諸
病
」
に
あ
り
、
冒
頭
に
は
脈
診
に
よ
る
妊
娠
、
胎
児
の
性
別
の
判
断
に
つ
い
て
の
記
述
も
あ
る
。
そ

れ
ら
は
順
次
の
違
い
や
い
く
つ
か
の
記
述
が
抜
け
る
な
ど
、
全
て
が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ほ
ぼ
『
脈
経
』
か
ら
の
引
用
と
み

（
調
）
（
羽
）

て
間
違
い
な
い
。
さ
ら
に
「
新
離
」
「
備
急
」
に
も
こ
れ
ら
の
記
述
が
あ
る
。
他
方
、
『
医
心
方
』
所
引
の
『
産
経
』
で
は
判
然
と
し
な
い
が
、

（
抑
）

「
医
心
方
」
は
所
引
文
献
か
ら
脈
論
を
排
除
し
て
引
用
す
る
傾
向
が
あ
る
。
つ
ま
り
本
来
は
『
産
経
」
に
存
在
し
た
脈
論
の
記
述
を
、
「
医
心

方
』
が
引
用
し
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
経
脈
説
は
こ
の
時
代
す
で
に
臓
脈
説
と
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
脈
論
に

臓
冊
説
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
な
ん
ら
不
思
議
は
な
い
。

以
上
か
ら
、
「
胎
産
書
」
以
降
の
各
害
は
「
脈
経
」
の
影
響
も
受
け
、
変
化
・
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
主
た
る
経
脈
は
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そ
こ
で
『
脈
経
」
の
影
響
で
各
害
に
加
わ
っ
た
脈
諭
、
と
り
わ
け
前
掲
し
た
各
月
に
養
わ
れ
る
経
脈
と
五
行
説
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
妊
娠
各
月
を
①
～
⑩
で
示
し
、
各
経
脈
の
五
行
配
当
を
順
に
記
す
と
こ
う
な
る
。
①
木
、
②
木
、
③
火
、
④
火
、
⑤
土
、
⑥
土
、
⑦
金
、

⑧
金
、
⑨
水
、
⑩
水
（
た
だ
し
十
ヶ
月
は
「
産
経
」
の
み
に
記
述
が
あ
る
）
。
う
ち
③
④
は
君
火
で
あ
る
。
つ
ま
り
十
二
経
脈
で
は
君
火
と
相
火
が

あ
る
の
で
、
逐
月
胎
児
説
で
は
相
火
の
二
種
を
除
い
て
十
経
脈
と
し
、
十
ヶ
月
の
数
に
あ
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
妊
娠
各
月
に
養
わ
れ

（
犯
）

る
十
経
脈
の
五
行
順
次
は
相
生
説
（
木
生
火
、
火
生
土
、
土
生
金
、
金
生
水
、
水
生
木
）
に
合
致
し
、
杉
立
も
こ
の
点
を
指
摘
す
る
。

す
な
わ
ち
「
胎
産
言
』
と
は
別
系
か
ら
発
展
し
た
『
脈
経
」
の
脈
論
が
、
後
世
三
書
の
逐
月
胎
児
説
に
導
入
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
記
さ

れ
た
妊
娠
の
十
ヶ
月
に
養
わ
れ
る
十
経
脈
は
、
六
臓
六
脈
説
に
対
応
し
た
十
二
経
脈
説
と
五
行
説
の
解
釈
か
ら
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解

能
性
を
示
唆
し
よ
う
。

さ
れ
た
。

十
二
本
あ
る
。
そ
の
十
二
経
脈
を
ど
の
よ
う
に
し
て
妊
娠
の
十
ヶ
月
に
当
て
は
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
理
解
に
は
、
十
二
経
脈
と
臓
腋
．

五
行
の
関
係
を
い
さ
さ
か
述
べ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
訓
）

十
二
経
脈
は
も
と
も
と
陰
と
陽
各
々
を
三
分
し
て
三
陰
三
陽
と
し
、
臓
脈
説
と
結
び
付
け
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
。
し
か
し
十
二
で
は
五

行
説
の
五
臓
（
肝
・
心
・
脾
・
肺
・
腎
）
五
脈
（
胆
・
小
腸
・
冑
・
大
腸
・
膀
胱
）
と
う
ま
く
対
応
し
な
い
。
そ
の
た
め
新
た
に
心
包
と
い
う
臓

と
三
焦
と
い
う
脈
を
加
え
て
六
臓
六
脈
と
し
、
三
陰
三
陽
に
対
応
さ
せ
た
。
さ
ら
に
六
臓
六
冊
を
五
行
と
対
応
さ
せ
る
た
め
、
火
を
君
火
と

相
火
の
二
種
に
わ
け
た
。
そ
し
て
心
・
小
腸
を
君
火
に
、
新
た
に
加
わ
っ
た
心
包
・
三
焦
を
相
火
に
当
て
は
め
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
『
胎
産
言
』
と
と
も
に
馬
王
堆
か
ら
出
土
し
た
『
十
一
脈
灸
経
」
に
は
、
書
名
の
通
り
経
脈
が
十
一
本
し
か
な
い
。
抜
け
て
い

る
の
は
心
包
の
脈
で
、
当
時
点
で
は
五
臓
六
肺
説
だ
っ
た
ら
し
い
。
つ
ま
り
『
十
一
脈
灸
経
」
が
著
さ
れ
た
時
代
、
経
脈
と
臓
脈
の
理
論
は

発
展
途
上
だ
っ
た
。
『
胎
産
害
」
に
経
脈
の
記
述
が
な
い
の
は
、
当
書
が
「
十
一
脈
灸
経
」
と
は
別
系
、
あ
る
い
は
よ
り
古
い
成
立
だ
っ
た
可
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２
胎
児
の
発
育
説

先
に
も
述
べ
た
が
、

十
ヶ
月

九
ヶ
月

七
ヶ
月

‐一L

ノ､

ケ
／

月

五
ヶ
月

四
ヶ
月

三

ケ

月

二
ケ
［
月

八
ケ
ロ
同

ケ

月

足
厭
陰
者
肝
之
脈
也
、
肝
主
血

足
太
陰
脾
之
脈
、
主
四
季

五
月
之
時
、
児
四
肢
皆
成

足
少
陽
脈
者
胆
之
脈
也
、
主
於
精

二
月
之
時
、
児
精
成
於
胞
裏

足
少
陰
脈
者
腎
之
脈
、
腎
主
続
繧

九
月
之
時
、
児
脈
続
繧
皆
成

手
陽
明
者
大
腸
脈
、
主
九
嚴

八
月
之
時
、
児
九
籔
皆
成

手
太
陰
者
肺
脈
、
主
皮
毛

七
月
之
時
、
児
皮
毛
巳
成

足
陽
明
者
胃
之
脈
、
主
其
口
目

六
月
之
時
、
児
口
目
皆
成

四
月
之
時
、
児
六
脈
順
成

経
脈
と
そ
れ
に
対
応
し
た
胎
児
の
発
育
説
は
、
全
耆
に
同
じ
記
載
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

諸
病

足
厭
陰
内
属
於
肝
、
肝
主
筋
乃
血

足
少
陽
内
属
於
胆
、
主
精
。

二
月
之
時
、
児
精
成
於
胞
裏

足
少
陰
内
属
於
腎
、
腎
主
続
繧

九
月
之
時
、
児
脈
続
繧
皆
成

手
陽
明
内
属
於
大
腸
、
主
九
嚴

八
月
之
時
、
児
九
家
皆
成

手
太
陰
内
属
於
肺
、
主
皮
毛

七
月
之
時
児
、
皮
毛
巳
成

足
陽
明
内
属
於
胃
、
主
其
口
目

六
月
之
時
、
児
口
目
皆
成

五
月
之
時
、
児
四
肢
皆
成

四
月
之
時
、
児
六
肺
順
成

備
急

｜
わ
け
で
は
な
い
・
経
脈
の
相
違
で
は
、
『
産

経
」
に
の
み
十
ヶ
月
目
に
足
太
陽
脈
（
膀
胱

経
）
が
記
さ
れ
る
。
し
か
し
発
育
に
つ
い
て

は
各
書
で
か
な
り
違
い
、
『
新
離
」
「
産
経
」

に
は
記
述
す
ら
な
い
。
そ
こ
で
「
諸
病
冨
備

急
」
に
基
づ
き
発
育
説
を
考
察
す
る
こ
と

に
す
る
。

ま
ず
各
月
の
発
育
記
載
を
比
べ
て
み
よ

う
。
そ
の
比
較
を
表
２
に
示
し
た
が
、
各
右

行
に
妊
娠
各
月
に
養
わ
れ
る
経
脈
・
対
応

臓
鵬
と
そ
の
主
る
組
織
、
左
行
に
胎
児
の

発
育
を
記
し
た
。

当
表
の
よ
う
に
『
諸
病
」
と
『
備
急
」
の

記
載
に
大
き
な
違
い
は
な
く
、
各
臓
腋
が

主
る
組
織
に
対
応
し
て
胎
児
も
発
育
し
て

い
る
。
こ
こ
に
記
し
た
経
脈
の
順
次
が
五

行
相
生
説
に
合
致
す
る
こ
と
は
す
で
に
指

摘
し
た
。
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す
な
わ
ち
一
胎
毒

性
が
考
え
ら
れ
た
。

①
肝
主
筋
、
肝
主
身
之
筋
膜
、
肝
主
目
、
肝
主
筋

③
心
主
脈
、
心
主
身
之
血
脈
、
心
主
舌
§
心
生
血

⑤
脾
主
肉
、
脾
主
身
之
肌
肉
、
脾
主
口
、
脾
生
肉

⑦
肺
主
皮
、
肺
主
身
之
皮
毛
、
肺
主
鼻
、
肺
生
皮
毛

⑨
腎
主
骨
、
腎
主
見
之
骨
髄
、
腎
主
耳
、
腎
生
骨
髄

以
上
を
表
２
と
比
べ
る
と
、
①
の
肝
と
⑦
の
肺
に
共
通
内
容
が
あ
る
。
⑤
の
脾
に
共
通
点
は
な
い
が
、
五
行
で
脾
と
同
じ
土
の
胃
に
共
通

点
が
あ
る
。
す
る
と
表
２
に
ま
と
め
た
胎
児
の
成
長
は
、
こ
れ
ら
『
素
問
』
系
の
臓
脈
説
に
基
づ
く
ら
し
い
。
他
方
、
『
胎
産
書
」
系
に
は
一

定
の
発
育
記
述
が
あ
る
た
め
、
同
じ
記
述
を
用
い
る
こ
と
を
後
世
の
文
献
は
避
け
た
。
し
か
も
妊
娠
十
ヶ
月
目
ま
で
に
人
間
と
し
て
の
形
質

全
て
を
胎
児
に
備
え
さ
せ
た
か
っ
た
。
た
め
に
「
素
問
」
系
の
臓
腋
説
に
基
づ
き
出
来
上
が
っ
た
の
が
、
「
諸
病
」
「
備
急
」
に
記
さ
れ
た
胎

児
の
発
育
経
過
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
両
書
に
あ
る
胎
児
の
発
育
記
述
を
総
合
す
る
と
、
全
て
の
組
織
・
形
態
を
備
え
た
人
間
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
当
表
の
各
左
行
に
示
し
た
胎
児
の
発
育
に
は
五
行
説
と
の
関
連
が
み
え
な
い
。
こ
の
発
育
記
載
に
は
い
か
な
る
背
景
が
あ
る
の

（
郷
）
（
洲
）
（
弱
）

だ
ろ
う
か
。
関
連
記
載
は
『
素
問
」
陰
陽
応
象
大
論
・
宣
明
五
気
篇
・
瘻
論
篇
に
臓
肺
と
そ
の
主
る
人
体
組
織
の
条
文
が
見
出
さ
れ
、
要
点

を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
マ
ル
数
字
は
逐
月
胎
児
説
で
対
応
す
る
妊
娠
の
幾
月
を
示
す
が
、
三
ヶ
月
目
は
心
包
に
つ
き
対
応

し
て
い
な
い
。

『
胎
産
害
」
に
は
な
い
が
、
後
世
の
「
諸
病
」
「
備
急
』
に
あ
る
胎
児
の
発
育
説
は
、
『
素
問
」
系
の
臓
脈
説
に
由
来
す
る
可
能
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『
胎
産
害
」
に
な
い
新
タ
イ
プ
の
養
胎
法
が
あ
る
の
は
『
新
離
」
『
備
急
」
『
産
経
』
で
、
『
諸
病
」
に
は
な
い
。
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た

よ
う
に
、
『
胎
産
書
」
以
降
の
発
展
に
は
「
素
問
」
「
脈
経
』
な
ど
の
臓
腋
経
脈
説
の
影
響
が
背
景
の
一
部
に
あ
る
。
新
タ
イ
プ
の
養
胎
法
も
、

「
素
問
」
な
ど
の
記
載
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
の
表
３
に
『
新
雌
』
「
備
急
」
『
産
経
」
よ
り
妊
娠
各
月
に
記
さ
れ
る
臓

腋
と
、
各
月
の
養
胎
法
を
整
理
し
た
。

３
養
胎
法

④
三
焦

③
心

①
肝

⑩
膀
胱

⑧
大
腸

⑥
胃

⑤
脾

⑨
腎

②
胆

、
ｊ
／
一
マ
ー
守

々
坐
肘
Ⅷ

無
大
飢
、
無
甚
飽
、
無
食
乾
燥
、
無
灸

無
労
倦

静
形
躰
和
心
志
、
節
飲
食

無
悲
哀
思
慮
驚
動

当
慎
護
驚
動

無
処
湿
冷

無
食
燥
物
、
無
刺
失
食

無
大
言
、
無
号
突
、
無
洗
浴
、
無
寒
飲

調
五
味
、
食
甘
和
、
無
大
飽

新
離

無
悲
哀
思
慮
驚
動

当
慎
護
驚
動
也

無
食
燥
物
、
無
抓
失
食
、
無
忍
大
起

無
大
言
、
無
号
突
、
無
洗
浴
、
無
寒
飲

当
静
形
躰
和
心
志
、
節
飲
食

無
大
飢
、
無
甚
飽
、
無
食
乾
燥
、
無
灸

熱
、
無
労
倦

不
為
力
事
、
寝
必
安
静
。
無
令
恐
畏

無
処
湿
冷
、
無
著
灸
衣

調
五
味
、
食
甘
葵
、
無
大
飽

備
急

静
安
形
体
、
和
順
心
志
、
節
飲
食
之

当
護
慎
勿
驚
之

亦
不
宜
為
力
事
。
寝
必
安
静
、
元
令
恐
畏

無
大
飢
、
無
甚
飽
、
無
食
干
燥
、
無
自
灸

熱
、
大
労
倦
之

調
和
五
味
、
食
甘
、
甘
和
、
元
大
飽

元
大
言
、
元
号
巽
、
元
薄
衣
、
元
洗
浴
、

元
寒
飲
之

心
元
悲
哀
元
思
盧
驚
動
之

元
処
湿
冷
、
元
著
灸
衣

元
食
燥
物
、
元
忍
大
起

元
処
湿
地
、
元
食
大
熱
物

産
経

’ ’’
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飲
食
飽
甚
、
汗
出
於
胄
。
驚
而
奪
精
、
汗
出
於
心
。
持
重
遠
行
、
汗
出
於
腎
。
疾
走
恐
催
、
汗
出
於
肝
。
揺
体
労
苦
、
汗
出
於
脾
。

表
３
の
養
胎
法
と
こ
れ
ら
『
素
問
」
の
記
載
に
一
部
の
共
通
点
は
あ
る
が
、
特
徴
的
語
彙
の
合
致
も
な
く
、
そ
れ
ら
が
『
素
問
』
の
直
接

引
用
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
一
部
の
共
通
か
ら
、
『
素
問
」
系
の
臓
腋
説
が
後
世
三
書
の
養
胎
法
に
影
響
し
た
可
能
性
は
推
定
で
き

つ
（
》
○

４
各
書
に
お
け
る
所
説
の
伝
承
関
係

最
後
に
こ
れ
ら
逐
月
胎
児
説
が
ど
の
害
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
伝
承
さ
れ
、
ま
た
変
化
と
発
展
が
加
わ
っ
て
い
っ
た
か
を
検
討
し
た
い
・

こ
れ
ま
で
『
胎
産
書
」
に
記
述
の
な
い
新
タ
イ
プ
の
逐
月
胎
児
説
を
考
察
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
次
の
①
～
④
に
整
理
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
『
胎
産
書
」
に
記
述

①
各
月
に
養
わ
れ
る
経
脈

②
臓
胴
関
連
の
養
胎
（
表

③
臓
脈
が
主
る
組
織
等
（

④
胎
児
の
発
育
（
表
２
）

以
上
に
⑤
と
し
て
『
胎
産
害

当
表
を
見
る
な
ら
、
こ
れ
ら
養
胎
法
に
は
感
情
や
飲
食
・
生
活
環
境
の
禁
忌
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
一
方
、
感
情
や
飲
食
・
生
活
環
境

（
妬
）

と
五
臓
・
組
織
が
関
連
す
る
記
載
を
「
素
問
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
素
問
』
陰
陽
応
象
大
諭
に
こ
う
あ
る
。

怒
傷
肝
、
悲
勝
怒
。
風
傷
筋
、
燥
勝
風
。
酸
傷
筋
、
辛
勝
酸
。
…
喜
傷
心
、
恐
勝
喜
。
熱
傷
気
、
寒
勝
熱
。
苦
傷
気
、
鰔
勝
苦
。
…
思
傷

脾
、
怒
勝
思
。
湿
傷
肉
、
風
勝
湿
。
甘
傷
肉
、
酸
勝
甘
。
…
憂
傷
肺
、
喜
勝
憂
。
熱
傷
皮
毛
、
寒
勝
熱
。
辛
傷
皮
毛
、
苦
勝
辛
。
．
：
恐
傷

腎
、
思
勝
恐
。
寒
傷
血
、
燥
勝
寒
。
鰔
傷
血
、
甘
勝
鰔
。

（
打
）

同
書
経
脈
別
論
に
も
こ
う
あ
る
。

『
胎
産
吉
一

（
表
３
）

〕
（
表
２
）以

来
の
三
ヶ
月
目
の
養
胎
の
発
展
（
表
１
）
を
加
え
、
各
文
献
に
お
け
る
記
述
の
有
無
を
○
×
で
表
４
に
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表4各害逐月胎児説の

内容分布

経
脈
説
か
ら
ま
ず
誕
生
し
た
。
前
述
の
よ
う

に
、
現
存
文
献
で
最
も
古
い
当
内
容
は
『
脈
経
」
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
『
脈
経
」
か
ら
発
展
し
、
『
諸
病
」
以
外
の
全
て
に
②
臓
脈
と
関
係
す

る
養
胎
説
が
誕
生
す
る
。
当
時
点
の
文
献
は
『
新
離
」
『
産
経
」
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
「
諸
病
』
に
は
②
説
が
な
く
、
③
臓
腋
が

主
る
組
織
等
と
④
胎
児
の
発
育
記
述
が
登
場
し
た
。
こ
れ
は
前
述
の
ご
と
く
『
素
問
』
系
の
臓
肺
経
脈
論
の
発
展
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

③
④
⑤
の
全
て
が
付
加
さ
れ
た
現
伝
の
「
備
急
』
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
伝
承
・
発
展
関
係
を
以
下
に
図
示
す
る
。
な
お
『
新
離
」
は
妊
娠
一
ヶ
月
目
の
記
述
を
欠
く
た
め
、
『
産
経
」
と
同
じ
場
所
に
お

い
た
。

５
小
結

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）
『
胎
産
言
』
と
は
別
系
か
ら
発
展
し
た
「
脈
経
』
の
脈
論
が
、
後
世
の
『
諸
病
」
『
千
金
方
」
『
産
経
』
の
逐
月
胎
児
説
に
導
入
さ
れ
、

妊
娠
十
ヶ
月
に
養
わ
れ
る
十
経
脈
は
『
素
問
」
以
来
の
六
臓
六
脈
説
に
対
応
す
る
十
二
経
脈
説
と
五
行
説
の
解
釈
か
ら
生
ま
れ
て
い
た
。

③
臓
脈
が
主
る
組
織
等

④
胎
児
の
発
育

諸
病
新
離
備
急
産
経
太
平

①
各
月
に
養
わ
れ
る
経
脈
○
○
’
○
○
○

②
臓
脈
関
連
の
養
胎
×
○
○
○
○

③
臓
脈
が
主
る
組
織
等
○
×
○
△
△

④
胎
児
の
発
育
○
×
○
×
×

⑤
二
一
ヶ
月
目
の
養
胎
一
○
×
○
’
○
○

②
臓
脈
関
連
の
養
胎

な
わ
ち
一
胎
産
吉
」
に
は
な
い
、
の
各
月
に
養

わ
れ
る
経
脈
の
記
述
が
、
『
素
問
」
系
の
臓
肺

示
し
た
。
な
お
③
の
「
産
経
」
「
太
平
』
に
あ

る
△
は
一
ヶ
月
目
に
し
か
当
該
記
述
が
な
い

こ
と
を
示
す
。

当
表
か
ら
各
文
献
記
載
の
伝
承
と
発
展
の

関
係
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
え
て
く
る
。
す

な
わ
ち
「
胎
産
吉
」
に
は
な
い
①
の
各
月
に
養
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（
１
）
紀
元
前
二
世
紀
以
前
の
『
胎
産
書
」
に
は
逐
月
胎
児
説

が
記
さ
れ
、
そ
の
系
統
の
説
は
後
世
の
『
諸
病
」
「
千
金
方
」
「
産
経
」
に
伝
承
さ
れ
、
発
展
し
て
い
た
。

（
２
）
『
胎
産
害
」
系
の
内
容
か
ら
は
後
世
、
胎
児
の
発
育
説
と
妊
娠
中
の
禁
忌
・
修
身
の
養
胎
説
が
発
展
し
て
い
た
。
う
ち
養
胎
説
は
一
般

的
養
生
が
主
だ
が
、
一
部
に
は
形
象
イ
メ
ー
ジ
や
五
行
説
を
援
用
し
た
方
法
が
説
か
れ
て
い
る
。

（
３
）
「
諸
病
」
『
千
金
方
」
『
産
経
」
で
新
出
の
脈
論
は
、
『
胎
産
害
』
と
別
系
の
『
脈
経
」
か
ら
導
入
さ
れ
発
展
し
て
い
た
。
そ
の
妊
娠
十
ヶ

月
に
養
わ
れ
る
十
経
脈
は
、
『
素
問
』
以
来
の
六
臓
六
脈
説
に
対
応
す
る
十
二
経
脈
説
と
五
行
説
の
解
釈
か
ら
作
成
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
『
諸
病
』
『
備
急
」
で
新
出
の
胎
児
発
育
説
・
養
胎
説
は
、
『
素
問
」
系
の
臓
肺
説
に
由
来
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
「
胎

産
害
』
の
記
述
に
加
え
、
人
間
に
必
要
な
組
織
を
備
え
さ
せ
る
た
め
だ
っ
た
ら
し
い
。

（
六
一
○
年
）

（
唐
代
）
『
産

二
○
六
五
年
ワ

（
三
世
紀
後
半
）

（
一
世
紀
頃
）

（
前
一
六
五
年
以
前
）

逐
月
胎
児
説
の
伝
承
・
発
展
模
式
図

『
胎
産
書
』
系
の
逐
月
胎
児
説

現

図

本
稿
で
は
『
胎
産
書
」
「
諸
病
」
『
千
金
方
』
お
よ
び
『
医
心

方
」
所
引
『
産
経
』
の
記
載
を
相
互
に
検
討
し
、
逐
月
胎
児
説

の
変
化
と
発
展
を
考
察
し
た
。
そ
れ
ら
は
以
下
に
整
理
で
き

プ
（
》
０ （

２
）
『
胎
産
害
』
に
な
い
が
『
諸
病
」
『
備
急
』
に
あ
る
胎
児

の
発
育
説
・
養
胎
説
は
、
『
素
問
」
系
の
臓
腋
説
に
由
来
す
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。

（
３
）
各
文
献
記
載
に
お
け
る
逐
月
胎
児
説
の
伝
承
と
発
展
の

関
係
は
前
掲
図
に
模
式
化
さ
れ
る
。

四

結
論
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謝
辞
当
拙
論
の
作
成
に
あ
た
り
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
真
柳
誠
茨
城
大
学
教
授
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

（
５
）
各
書
に
お
け
る
逐
月
胎
児
説
の
伝
承
と
発
展
の
大
略
を
模
式
化
す
る
と
、
お
よ
そ
前
掲
図
と
な
る
。

参
考
文
献
と
注

（
１
）
「
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
（
鐸
）
」
一
三
六
頁
、
文
物
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
五
年

（
２
）
何
介
鉤
・
張
維
明
「
馬
王
堆
漢
墓
」
一
○
頁
、
文
物
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
二
年

（
３
）
『
管
子
」
四
時
気
や
『
准
南
子
」
精
神
訓
な
ど
に
、
『
胎
産
害
」
の
逐
月
胎
児
説
の
一
部
内
容
と
関
連
す
る
記
載
が
見
出
さ
れ
る
。

（
４
）
小
曽
戸
洋
ヨ
諸
病
源
候
論
」
の
書
誌
に
つ
い
て
」
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
八
』
二
六
九
～
二
九
八
頁
、
東
洋
医
学
研
究
会
、
大
阪
、
一
九
八
一
年

（
５
）
巣
元
方
『
諸
病
源
候
論
（
東
洋
医
学
善
本
叢
書
六
）
』
一
九
四
・
一
九
五
頁
、
東
洋
医
学
研
究
会
影
印
南
宋
版
、
大
阪
、
一
九
八
一
年

（
６
）
王
叔
和
「
脈
経
（
東
洋
医
学
善
本
叢
書
七
こ
平
妊
娠
分
別
男
女
将
産
諸
証
第
一
、
巻
九
第
一
葉
ウ
ラ
～
二
葉
オ
モ
テ
、
東
洋
医
学
研
究
会
影
印

何
大
任
佑
宋
版
、
大
阪
、
一
九
八
一
年

（
７
）
小
曽
戸
（
弓
脈
経
』
総
説
」
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
八
」
三
九
三
頁
、
東
洋
医
学
研
究
会
、
大
阪
、
一
九
八
一
年
）
は
、
当
該
部
分
が
既
に
亡
供

し
た
漢
以
前
の
医
書
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る
。

（
８
）
小
曽
戸
洋
『
中
国
医
学
古
典
と
日
本
」
四
四
○
頁
、
塙
書
房
、
東
京
、
一
九
九
六
年

（
９
）
孫
思
迩
『
新
離
孫
真
人
千
金
要
方
』
巻
二
第
一
○
葉
オ
モ
テ
ー
ー
四
葉
オ
モ
テ
、
東
京
・
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
南
宋
版
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
焼
き

（
皿
）
孫
思
迩
『
備
急
千

（
皿
）
李
百
薬
『
北
斉
害

（
皿
）
王
壽
『
外
台
秘
専

（
喝
）
『
太
平
聖
恵
方
（

（
Ｍ
）
上
掲
文
献
（
８
）
、

付
け
に
よ
る
。

孫
思
迩
「
備
急
千
金
要
方
」
一
二
～
二
四
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
影
印
江
戸
医
学
館
佑
宋
版
、
北
京
、
一
九
八
二
年

李
百
薬
『
北
斉
書
」
四
四
四
～
四
四
八
頁
、
中
華
害
局
、
北
京
、
一
九
七
二
年

王
壽
『
外
台
秘
要
方
（
東
洋
医
学
善
本
叢
書
五
）
」
巻
三
三
第
一
○
葉
ウ
ラ
、
東
洋
医
学
研
究
会
影
印
南
宋
版
、
大
阪
、
一
九
八
一
年

『
太
平
聖
恵
方
（
東
洋
医
学
善
本
叢
書
二
○
）
』
巻
七
六
第
一
葉
ウ
ラ
～
第
三
オ
モ
テ
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
影
印
南
宋
版
、
大
阪
、
一
九
九
一
年

五
三
三
頁
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（
妬
）

、
〆
ｈ
〉
一

一
３
』

（
師
）

（
別
）

（
粥
）

（
犯
）

（
略
）
丹
波
康
頼
『
医
心
方
」
巻
二
一

（
恥
）
魏
徴
ら
『
陦
害
」
一
○
三
七
吉

（
Ⅳ
）
藤
原
佐
世
『
日
本
国
見
在
聿
目

（
鵬
）
岡
西
為
人
『
宋
以
前
医
籍
考
」

（
四
）
馬
継
興
「
中
医
文
献
学
』
二

（
別
）
上
掲
文
献
（
８
）
、
五
三
二
頁

（
皿
）
『
素
問
・
霊
枢
』
、
『
素
問
』
巻

（
躯
）
上
掲
文
献
（
８
）
、
三
一
四
頁

（
羽
）
上
掲
文
献
（
皿
）
、
『
素
問
」
琴

（
型
）
上
掲
文
献
（
別
）
、
『
素
問
』
巻

（
妬
）
張
仲
景
『
金
置
要
略
』
一
九
八

（
調
）
上
掲
文
献
（
弱
）
、
一
三
二
頁

（
”
）
吉
岡
広
記
「
唐
以
前
に
お
け
ｚ

（
泥
）
上
掲
文
献
（
９
）
婦
人
有
胎
桿

（
鋤
）
上
掲
文
献
（
帥
）
妊
娠
悪
阻
醤

（
洲
）
上
掲
文
献
（
８
）
、
五
四
三
頁

（
瓠
）

小
曽
戸
洋
霞
方
の
歴
史
Ｉ
中
国
・
日
本
の
伝
統
医
学
」
二
六
・
二
七
頁
、
大
修
館
書
店
、
東
京
、
一
九
九
九
年

杉
立
義
一
『
医
心
方
の
伝
来
」
一
八
四
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
九
一
年

上
掲
文
献
（
皿
）
、
『
素
問
」
巻
二
第
四
葉
オ
モ
テ
～
六
葉
ウ
ラ

上
掲
文
献
（
別
）
、
「
素
問
』
巻
七
第
二
葉
オ
モ
テ

上
掲
文
献
（
劃
）
、
「
素
問
』
巻
一
二
第
八
葉
ウ
ラ

上
掲
文
献
（
別
）
、
「
素
問
」
巻
二
第
四
葉
ウ
ラ
～
六
葉
ウ
ラ

上
掲
文
献
（
別
）
、
「
素
問
』
巻
七
第
一
葉
ウ
ラ

丹
波
康
頼
『
医
心
方
」
巻
一
三
第
二
葉
オ
モ
テ
ー
ー
三
葉
オ
モ
テ
、
人
民
衛
生
出
版
社
影
印
安
政
版
、
北
京
、
一
九
九
三
年

魏
徴
ら
『
陦
害
」
一
○
三
七
頁
、
中
華
書
局
、
北
京
、
一
九
七
三
年

藤
原
佐
世
『
日
本
国
見
在
害
目
録
』
八
二
頁
、
名
著
刊
行
会
、
東
京
、
一
九
九
六
年

岡
西
為
人
『
宋
以
前
医
籍
考
」
一
○
七
七
頁
、
古
亭
害
局
、
台
北
、
一
九
六
九
年

馬
継
興
「
中
医
文
献
学
』
二
一
九
頁
、
上
海
科
学
技
術
出
版
社
、
上
海
、
一
九
九
○
年

『
素
問
・
霊
枢
』
、
『
素
問
』
巻
三
第
七
葉
ウ
ラ
、

「
唐
以
前
に
お
け
る
妊
娠
の
認
識
に
つ
い
て
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
九
巻
一
号
、
七
八
～
七
九
頁
、
二
○
○
三
年

（
９
）
婦
人
有
胎
候
悪
阻
方
第
二
、
巻
二
第
八
葉
オ
モ
テ

（
帥
）
妊
娠
悪
阻
第
二
、
一
九
・
二
○
頁

回
」
巻
二
第
一
六
葉
オ
モ
テ

旦
巻
五
第
二
葉
ウ
ラ

一
九
八
～
二
○
○
頁
、
煉
原
書
店
影
印
元
版
、

日
本
経
絡
学
会
影
印
防
宋
版
、
東
京
、
一
九
九
二
年

東
京
、
一
九
八
八
年

（
霞
ヶ
浦
町
立
志
士
庫
小
学
校
）



TransitionoftheDoctrinefromAncienttoMedievalChinafor

EmbryoandFetusonEachMonthduringPregnancyPeriod

SUZUKIChiharu

Therearewrittensomedoctrinesaboutgrowthimageofembryoandfetus,hygienefor

womanoneachmonthduringpregnancyperiodetc.inancientChinesemedicalbookthe

Tk"c〃α〃Sﾙ〃（胎産書),whichcompiledover2200yearsago.Followingresultswereobtained

bvastudvonthetransitionofdoctrinesfromthatofnzic〃α〃S〃〃tothoseofmedieval

ChineseandJapanesemedicalbookssuchastheZh"〃"gYMz"〃0zfLz"(諸病源候論),the
Q""//"F""g(千金方)andtheIS〃加励（医心方).(1)Doctrinesaboutgrowthandhygiene

onembryoandfetushadbeendevelopedoneachcomingbookfromthecontentsofthe
nzic内α〃S〃〃descent.Doctrinesabouthygieneweremainlyforpregnantwoman,andsome

methodsofthemweretoldbyusingfigureimageandthefiveelementstheoryinthepart.(2)
Therecouldbefoundadditionaldoctrinesaboutmeridianandinternalorganstheoryinthe

Z""〃"gY"α〃h0〃L況郷,theQiα""F""gandtheムル加励.Andthoseadditionaldoctrines
weremadeundertheinHuenceofthe〃tz""g(脈経)andtheSzMwe"(素問).Newdoctrines

abouthygieneforpregnantwomanfoundintheQm勿加FF""gandtheIS〃加励alsohave

relationshipswithmeridianandinternalorganstheory.(3)Growingorgansofembryoand
fetusdescribedintheZ〃"6"zgY〃α"〃0"L""andtheQjα""F""gcorrespondwiththe

internalorganstheory.Purposeofthosedescriptionsisestimatedtobeequippedmuchmore

organsforembryoandfetusthanthoseoftheT"jc加邦C〃"．
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